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研究成果の概要（和文）：気象庁気象研究所などによって提供された複数の温暖化気候推計情報を用い、東南アジア域
を対象として高空間分解能の河川流量予測計算を実施して、地球温暖化時の河川流量の変化可能性を空間的に分析する
とともに、その変化の統計的有意性を分析し、東南アジアの河川流量変化顕著域を検出した。その結果、イラワジ川流
域では、用いたすべてのGCMで年平均流量や年最大流量が有意に増加することを見出した。また、陸面水文モデルに植
物成長モデルを組み合わせた結合モデルを構築して、タイの21世紀末の灌漑要求水量を推定した。

研究成果の概要（英文）：Using several GCM outputs developed by the Meteorological Research Institute in Ja
pan and so on, streamflow in the Southeast Asian region was projected using a distributed river flow routi
ng model with the kinematic wave flow approximation. The projected streamflow was analyzed spatially and s
tatistically, and catchments with changing streamflow regime were detected. It was found that the annual m
ean flow and the annual maximum flow at the Irrawaddy River basin showed significant increase. Future irri
gation water demand in Thailand was also estimated by a land surface model coupled with a crop growth sche
me using MRI GCM output.
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様 式

１．研究開始当初の背景
 全球大気大循環モデルの進展により、全球
モデルが出力する気象・水文情報の空間分解
能が著しく向上し
響評価研究は、数
川を対象とした日単位より長い時間スケー
ルでの分析が主であり、水循環の変化傾向を
捉えることはでき
要となる時空間分解能
った。しかし、超高解像度の大気大循環モデ
ルの出現により、実際の河川現場を想定して
地球温暖化による影響評価研究を実施し、そ
の適応を考えることができるようになって
きた。東南アジア
河川整備の水準は日本の河川流域に及ばな
い流域が大半である。そのため、地球温暖化
による流量変化が治水、利水、農業生産に与
える影響は、日本の河川流域以上に東南アジ
ア域において深刻である可能性がある。
 
２．研究の目的
 そこで、
れる温暖化気候推計情報を用いて、
ア域を対象と
予測計算を実施し、地球温暖化時の流量変化
の可能性を空間的に示す流量変化マップを
作成する
を分析し
河川流域を検出する
検出された流域を対象として、詳細分布型流
出モデル
水災害リスク
モデルに
漑要求水量の将来変化を予測し、
変化を予測
 
３．研
 以下の項目を設定し
(1) 気候推計情報の確率・統計的補正手法の
開発：
は、対象とする時間スケールや地域によって
異なるバイアスが含まれ
計情報と観測データの違いを補正する
アス補正手法
 
(2) 気候変化による
量変化顕著域の診断
グリッドで表現する自然流況の河川流量予
測モデルを開発し、気候推計情報（現在気候
実験：
2015
年～2099
流量の連続計算を実施
流量の変化を空間的に
の変化の統計的有意性を分析し、
の影響が顕著に現れる可能性のある河川流
域を検出
 
(3) 変
流出予測モデルの構築と河川流量分析
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